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成果物一覧 

(1) カリキュラム（p.119～p.128） 

(2) 受講者用Web サイト使用説明書（p.129～p.138） 

(3) 管理者用Web サイト使用説明書（p.139～p.144） 

(4) 評価試験問題一覧（p.145～p.235） 

(5) 講義資料（p.236～p.314） 

(6) 第 1回実証講座受講者アンケート調査票（p.315～p.319） 

(7) 第 2回実証講座 eラーニング用アンケート調査票（p.320～p.324） 

(8) 第 2回実証講座スクーリング用アンケート調査票（p.325～p.326） 

(9)  . 

  



テーマ：Ⅰ 学習項目：化学実験の実務操作向上 講師： 

   
概  要  化学実験の実務を、安全にかつ正しく取り組むために必要な試薬・器具の取扱方法の

学び直しを行う。また、実験室でのルールを再認識する機会とする。 
   
学習時間  9.0 時間（540 分間） 
   
実施形態  ①ｅラーニング 4.5 時間（270 分間） 

②スクーリング 4.5 時間（270 分間） 
   
学習内容  ①ｅラーニング 
  № 標  題 内  容 目安時間 

  1 基本の所作 自己管理と身だしなみ，実験室での基本的な行動 30 分間 

  2 汎用的事項 整理整頓と実験準備，基本的な安全対策，廃液処理 30 分間 

  3 器具の扱い 全般事項，測容器，バーナー，天秤，水浴・温浴，顕微鏡など 75 分間 

  4 試薬の扱い 試薬の保管と取扱い，危険な試薬，試薬の特性，試薬の廃棄 45 分間 

  5 機器類の扱い 全般事項，クロマトグラフ，吸光分析，pH 分析など 60 分間 

  6 確認テスト※１ №1～№5 に関係する問題（多肢選択問題：30 問） 30 分間 

   

  ②スクーリング 
  № 標  題 内  容 目安時間 

  7 ガイダンス 実験内容説明，安全上の諸注意など 30 分間 

  8 実験準備 試薬調製，器具類の洗浄など 30 分間 

  9 実験 標定，アセチルサリチル酸の定量（既知試料）［中和滴定法］ 90 分間 

  10 実技テスト アセチルサリチル酸の定量（未知試料）［中和滴定法］ 60 分間 

  11 後片付け 器具の洗浄と保管，廃液等の分別廃棄など 30 分間 

  12 まとめ 実技テスト結果の連絡，講評など 30 分間 

   
評価方法  ①ｅラーニング：確認テストの正解率 80％で合格 

②スクーリング：実技テストの定量誤差 10％以内で合格 
   
テキスト  ①ｅラーニング： 

・映像教材「化学実験の実務操作向上」 
・日本分析化学専門学校（2012）「分析化学のべからず 171」JIPM ソリューション 

②スクーリング： 
・日本分析化学専門学校（2018）「実験－化学実験の実務操作向上編」 

 ・今日の授業シート※５ 
   
特記事項  スクーリングへの参加条件：ｅラーニングの確認テストに合格していること。 
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テーマ：Ⅰ 学習項目：化学分析･機器分析の実務操作向上 講師： 

   
概  要  各業界での製品開発・品質管理・安全性評価、および各種試験・検査・測定・管理を

正しく遂行するために必要な化学分析・機器分析の原理・方法の学び直しを行う。 
   
学習時間  9.0 時間（540 分間） 
   
実施形態  ①ｅラーニング 4.5 時間（270 分間） 

②スクーリング 4.5 時間（270 分間）：テーマ A～G の中から選択※６ 
   
学習内容  ①ｅラーニング 
  № 標  題 内  容 目安時間 

  1 単位操作 ろ過，透析，沈殿，抽出，乾燥，粉砕，温度・圧力調整など 30 分間 

  2 サンプリング 環境試料，食品試料，生体試料，試料の溶解 30 分間 

  3 統計処理 標準偏差，端数処理，検定，不確かさなど 30 分間 

  4 定性分析 陽イオンの系統的分離（第 1 族～第 6 族） 45 分間 

  5 定量分析 標準試薬，標準液の標定，各種滴定法，重量分析法 45 分間 

  6 機器分析 UV，AAS，GC，HPLC，FT-IR など 60 分間 

  7 確認テスト※１ №1～№6 に関係する問題（多肢選択問題：30 問） 30 分間 

   
  ②スクーリング 
  ［テーマ A：定性分析］ 
  № 標 題 内 容 目安時間 

  8 ガイダンス 実験内容説明，安全上の諸注意など 30 分間 

  9  実験準備 器具類の洗浄など 15 分間 

  10 実験 陽イオンの系統的分離（既知試料） 105 分間 

  11 実技テスト 陽イオンの系統的分離（未知試料） 75 分間 

  12 後片付け 器具の洗浄と保管，廃液等の分別廃棄など 15 分間 

  13 まとめ 実技テスト結果の連絡，講評など 30 分間 

   
  ［テーマ B：定量分析（酸化還元滴定）］ 

  № 標 題 内 容 目安時間 

  8 ガイダンス 実験内容説明，安全上の諸注意など 30 分間 

  9  実験準備 試薬調製，器具類の洗浄など 30 分間 

  10 実験 標定，過マンガン酸カリウムによる酸化還元滴定（既知試料） 90 分間 

  11 実技テスト 過マンガン酸カリウムによる酸化還元滴定（未知試料） 60 分間 

  12 後片付け 器具の洗浄と保管，廃液等の分別廃棄など 30 分間 

  13 まとめ 実技テスト結果の連絡，講評など 30 分間 

   
  ［テーマ C：機器分析（紫外可視分光光度計）］ 
  № 標 題 内 容 目安時間 

  8 ガイダンス 実験内容説明，安全上の諸注意 30 分間 

  9  実験準備 機器の立ち上げ，試薬調製，器具類の洗浄 30 分間 

  10 実験 吸光光度法による金属成分の定量（既知試料） 90 分間 

  11 実技テスト 吸光光度法による金属成分の定量（未知試料） 60 分間 

  12 後片付け 機器の終了操作，器具の洗浄と保管，廃液等の分別廃棄など 30 分間 

  13 まとめ 実技テスト結果の連絡，講評 30 分間 
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  ［テーマ D：機器分析（原子吸光光度計）］ 
  № 標 題 内 容 目安時間 

  8 ガイダンス 実験内容説明，安全上の諸注意 30 分間 

  9  実験準備 機器の立ち上げ，試薬調製，器具類の洗浄 60 分間 

  10 実験 標準添加法による栄養成分の定量（既知試料） 60 分間 

  11 実技テスト 標準添加法による栄養成分の定量（未知試料） 60 分間 

  12 後片付け 機器の終了操作，器具の洗浄と保管，廃液等の分別廃棄など 30 分間 

  13 まとめ 実技テスト結果の連絡，講評 30 分間 

   
  ［テーマ E：機器分析（ガスクロマトグラフ）］ 
  № 標 題 内 容 目安時間 

  8 ガイダンス 実験内容説明，安全上の諸注意 30 分間 

  9  実験準備 機器の立ち上げ，試薬調製，器具類の洗浄 60 分間 

  10 実験 内標準法による有機溶剤の定量（既知試料） 60 分間 

  11 実技テスト 内標準法による有機溶剤の定量（未知試料） 60 分間 

  12 後片付け 機器の終了操作，器具の洗浄と保管，廃液等の分別廃棄など 30 分間 

  13 まとめ 実技テスト結果の連絡，講評 30 分間 

   
  ［テーマ F：機器分析（高速液体クロマトグラフ）］ 
  № 標 題 内 容 目安時間 

  8 ガイダンス 実験内容説明，安全上の諸注意 30 分間 

  9  実験準備 機器の立ち上げ，試薬調製，器具類の洗浄 60 分間 

  10 実験 検量線法による防腐剤成分の定量（既知試料） 60 分間 

  11 実技テスト 検量線法による防腐剤成分の定量（未知試料） 60 分間 

  12 後片付け 機器の終了操作，器具の洗浄と保管，廃液等の分別廃棄など 30 分間 

  13 まとめ 実技テスト結果の連絡，講評 30 分間 

   
  ［テーマ G：機器分析（赤外分光光度計）］ 
  № 標 題 内 容 目安時間 

  8 ガイダンス 実験内容説明，安全上の諸注意 30 分間 

  9  実験準備 機器の立ち上げ，試薬・器具類の準備 30 分間 

  10 実験 KBr 法・ATR 法による赤外吸収スペクトル測定（既知試料） 90 分間 

  11 実技テスト ATR 法による赤外吸収スペクトル測定（未知試料） 60 分間 

  12 後片付け 機器の終了操作，器具の洗浄と保管，試薬等の廃棄など 30 分間 

  13 まとめ 実技テスト結果の連絡，講評 30 分間 

   
評価方法  ①ｅラーニング：確認テストの正解率 90％で合格 

②スクーリング：テーマ A・G 未知成分 3 種類中 2 種類の正解で合格 
        テーマ B～F 実技テストの定量誤差 10％以内で合格 

   
テキスト  ①ｅラーニング： 

・映像教材「化学分析･機器分析の実務操作向上」 
・日本分析化学会（2004）「分析化学実験の単位操作法」朝倉書店 

 ・日本分析化学専門学校（2018）「実験－化学分析･機器分析の実務操作向上編」 
②スクーリング： 
・日本分析化学専門学校（2018）「実験－化学分析･機器分析の実務操作向上編」 

 ・今日の授業シート 
   
特記事項  スクーリングへの参加条件：ｅラーニングの確認テストに合格していること。 
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テーマ：Ⅱ 学習項目：実験室での安全保護実務 講師： 

   
概  要  化学関係の実務を行う上で、事故等を未然に防ぐために必要な安全作業、災害対策の

学び直しを行う。また、事故等発生時の応急処置法を再認識する機会とする。 
   
学習時間  3.0 時間（180 分間） 
   
実施形態  ｅラーニング 3.0 時間（180 分間） 
   
学習内容  № 標  題 内  容 目安時間 

  
1 装置の取扱い 

電気装置，レーザー，放射線発生装置，機械装置，高圧装置， 

高温・低温装置，ガラス器具，静電気対策 
60 分間 

  
2 応急処置法 

薬品による障害，外傷，やけど，凍傷，電撃傷，放射線被ばく， 

心肺蘇生法 
45 分間 

  3 災害対策 保護具，火災対策，地震対策 45 分間 

  4 確認テスト※１ №1～№3 に関係する問題（多肢選択問題：30 問） 30 分間 

   
評価方法  確認テストの正解率 80％で合格 
   
テキスト  ・映像教材「実験室での安全保護実務」 

・化学同人編集部（2017）「実験を安全に行うために」株式会社化学同人 
 
 
 

テーマ：Ⅱ 学習項目：化学薬品と法規の関係性 講師： 

   
概  要  化学関係の実務を行う上で、取扱う物質の区分、取扱・保管上の法的要求事項の学び

直しを行う。また、廃棄物に関する法的要求事項を再認識する機会とする。 
   
学習時間  3.0 時間（180 分間） 
   
実施形態  ｅラーニング 3.0 時間（180 分間） 
   
学習内容  № 標  題 内  容 目安時間 

  
1 

危険な物質 

有害な物質 

危険な物質と有害な物質の区分と法規，労働安全衛生法，消防法， 

高圧ガス保安法，毒物及び劇物取締法，環境法規制（環境基準・

排出基準・その他），化学物質の保管・管理・リスク管理 

90 分間 

  
2 廃棄物 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律（産業廃棄物の種類と委託 

処理，廃液の貯留，実験室からの排水，一般廃棄物） 
60 分間 

  3 確認テスト※１ №1・№2 に関係する問題（多肢選択問題：30 問） 30 分間 

   
評価方法  確認テストの正解率 80％で合格 
   
テキスト  ・映像教材「化学薬品と法規の関係性」 

・化学同人編集部（2017）「実験を安全に行うために」株式会社化学同人 
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テーマ：Ⅲ 学習項目：物質の構造・性質と反応（元素・無機化学） 講師： 

   
概  要  化学関係の専門的な実務を行う上で、各分野での高度な専門知識を身に付けるために

必要となる「無機化学」領域での物質の構造・性質について学び直しを行う。また、

この「無機化学」領域での物質の反応とその利用方法を再確認する機会とする。 
   
学習時間  3.0 時間（180 分間） 
   
実施形態  ｅラーニング 3.0 時間（180 分間） 
   
学習内容  № 標  題 内  容 目安時間 

  1 物質の構造 原子構造，周期表，結合と構造，結晶の構造と性質 60 分間 

  2 典型元素 典型元素の性質，典型元素の反応 30 分間 

  3 遷移元素 遷移元素の性質，遷移元素の反応 30 分間 

  4 錯体 錯体の構造，錯体の性質，錯体の反応 30 分間 

  5 確認テスト №1～№4 に関係する問題（多肢選択問題：15 問） 30 分間 

   
評価方法  確認テストの正解率 60％で合格 
   
テキスト  ・映像教材「物質の構造・性質と反応（元素・無機化学）」 

・齋藤勝裕・長尾宏隆（2009）「ステップアップ 大学の無機化学」裳華房 
 
 
 

テーマ：Ⅲ 学習項目：物質の構造・性質と反応（有機化学） 講師： 

   
概  要  化学関係の専門的な実務を行う上で、各分野での高度な専門知識を身に付けるために

必要となる「有機化学」領域での物質の構造・性質について学び直しを行う。また、

この「有機化学」領域での物質の反応とその利用方法を再確認する機会とする。 
   
学習時間  3.0 時間（180 分間） 
   
実施形態  ｅラーニング 3.0 時間（180 分間） 
   
学習内容  № 標  題 内  容 目安時間 

  1 原子と結合 原子構造，共有結合 30 分間 

  2 有機化合物の構造 構造と命名，異性体，脂肪族化合物，芳香族化合物 45 分間 

  
3 有機化合物の性質と反応 

炭化水素，アルコール・エーテル，アルデヒド・ケト

ン，カルボン酸，ベンゼン及び置換基，高分子化合物 
75 分間 

  4 確認テスト №1～№3 に関係する問題（多肢選択問題：15 問） 30 分間 

   
評価方法  確認テストの正解率 60％で合格 
   
テキスト  ・映像教材「物質の構造・性質と反応（有機化学）」 

・齋藤勝裕（2009）「ステップアップ 大学の有機化学」裳華房 
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テーマ：Ⅲ 学習項目：物質の構造・性質と探究（物理化学） 講師： 

   
概  要  化学関係の専門的な実務を行う上で、各分野での高度な専門知識を身に付けるために

必要となる「物理化学」領域での物質の構造・性質について学び直しを行う。また、

物質の探究における「物理化学」の利用方法を再確認する機会とする。 
   
学習時間  3.0 時間（180 分間） 
   
実施形態  ｅラーニング 3.0 時間（180 分間） 
   
学習内容  № 標  題 内  容 目安時間 

  1 原子の構造と性質 原子構造，原子の性質 30 分間 

  2 物質の構造と状態 化学結合，分子構造，物質の状態 45 分間 

  
3 化学熱力学 

熱・仕事・エネルギー，エントロピー，ギブズエネル

ギー 
45 分間 

  4 溶液の性質と反応速度 溶液の性質，反応速度 30 分間 

  5 確認テスト №1～№4 に関係する問題（多肢選択問題：15 問） 30 分間 

   
評価方法  確認テストの正解率 60％で合格 
   
テキスト  ・映像教材「物質の構造・性質と探究（物理化学）」 

・齋藤勝裕・林久夫（2009）「ステップアップ 大学の物理化学」裳華房 
 
 
 

テーマ：Ⅲ 学習項目：物質の構造・性質と探究（分析化学） 講師： 

   
概  要  化学関係の専門的な実務を行う上で、各分野での高度な専門知識を身に付けるために

必要となる「分析化学」領域での物質の構造・性質について学び直しを行う。また、

物質の探究における「分析化学」の利用方法を再確認する機会とする。 
   
学習時間  3.0 時間（180 分間） 
   
実施形態  ｅラーニング 3.0 時間（180 分間） 
   
学習内容  № 標  題 内  容 目安時間 

  1 溶液と平衡 溶解と濃度，平衡反応 45 分間 

  2 容量分析 中和滴定，沈殿滴定，酸化還元滴定，キレート滴定 60 分間 

  3 重量分析 溶解平衡と溶解度積，沈殿の生成と精製・重量測定 45 分間 

  4 確認テスト №1～№3 に関係する問題（多肢選択問題：15 問） 30 分間 

   
評価方法  確認テストの正解率 60％で合格 
   
テキスト  ・映像教材「物質の構造・性質と探究（分析化学）」 

・齋藤勝裕・藤原学（2008）「ステップアップ 大学の分析化学」裳華房 
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テーマ：Ⅴ 学習項目：キャリアチェンジに必要な化学基礎 講師： 

   
概  要  文系・理系出身を問わず、キャリアチェンジを志向する社会人等が、基本的な実務の

中で使いこなせることが望ましい「基礎的な化学」について学習する。 
   
学習時間  6.0 時間（360 分間） 
   
実施形態  ｅラーニング 6.0 時間（360 分間） 
   
学習内容  № 標  題 内  容 目安時間 

  
1 科学と人間生活 

科学技術の発展，人間生活の中の科学（物質の科学），

これからの科学と人間生活（関連事例） 
40 分間 

  2 化学基礎 化学と人間生活，物質の構成，物質の変化 50 分間 

  3 物質の状態と平衡 物質の状態とその変化，溶液と平衡 50 分間 

  4 物質の変化と平衡 化学反応とエネルギー，化学反応と化学平衡 50 分間 

  5 無機物質の性質と利用 無機物質，無機物質と人間生活 40 分間 

  6 有機化合物の性質と利用 有機化合物，有機化合物と人間生活 40 分間 

  7 高分子化合物の性質と利用 高分子化合物，高分子化合物と人間生活 40 分間 

  8 確認テスト №1～№7 に関係する問題（多肢選択問題：25 問） 50 分間 

   
評価方法  確認テストの正解率 60％で合格 
   
テキスト  ・映像教材「キャリアチェンジに必要な化学基礎」 

・高等学校教科書「科学と人間生活」「化学基礎」「化学」 
 
 
 

テーマ：Ⅴ 学習項目：工業製品素材と化学 講師： 

   
概  要  文系・理系出身を問わず、キャリアチェンジを志向する社会人等が、基本的な実務の

中で理解しておくことが望ましい「石油・石炭の化学工業」について学習する。また、

「工業製品素材」に関する分野について興味を持つための機会とする。 
   
学習時間  3.0 時間（180 分間） 
   
実施形態  ｅラーニング 3.0 時間（180 分間） 
   
学習内容  № 標  題 内  容 目安時間 

  1 石油の精製 石油製品の分離，石油留分の化学的処理，脱硫 50 分間 

  2 石油化学工業 オレフィンガス，BB 留分，水素，BTX 50 分間 

  3 天然ガス・石炭の化学工業 天然ガス，石炭，C1 化学 50 分間 

  4 確認テスト №1～№3 に関係する問題（多肢選択問題：15 問） 30 分間 

   
評価方法  確認テストの正解率 60％で合格 
   
テキスト  ・映像教材「工業製品素材と化学」 

・足立吟也ほか（2013）「工業化学 2」実教出版 
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テーマ：Ⅴ 学習項目：各種工業材料と化学 講師： 

   
概  要  文系・理系出身を問わず、キャリアチェンジを志向する社会人等が、基本的な実務の

中で理解しておくことが望ましい「工業材料と新素材」について学習する。また、「各

種工業材料」に関する分野について興味を持つための機会とする。 
   
学習時間  3.0 時間（180 分間） 
   
実施形態  ｅラーニング 3.0 時間（180 分間） 
   
学習内容  № 標  題 内  容 目安時間 

  1 セラミックス材料 ガラス，セメント，ファインセラミックス 30 分間 

  
2 金属材料 

金属の精錬方法，鉄鋼，銅，アルミニウム，その他の

金属，金属系機能材料 
60 分間 

  
3 高分子材料 

高分子化合物，プラスチック，合成ゴム，合成繊維，

機能性高分子，複合材料 
60 分間 

  4 確認テスト №1～№3 に関係する問題（多肢選択問題：15 問） 30 分間 

   
評価方法  確認テストの正解率 60％で合格 
   
テキスト  ・映像教材「各種工業材料と化学」 

・足立吟也ほか（2013）「工業化学 2」実教出版 
 
 
 

テーマ：Ⅴ 学習項目：生命支援技術と化学 講師： 

   
概  要  文系・理系出身を問わず、キャリアチェンジを志向する社会人等が、基本的な実務の

中で理解しておくことが望ましい「生命と化学工業」について学習する。また、「生命

支援技術」に関する分野について興味を持つための機会とする。 
   
学習時間  3.0 時間（180 分間） 
   
実施形態  ｅラーニング 3.0 時間（180 分間） 
   
学習内容  № 標  題 内  容 目安時間 

  1 食品と化学 タンパク質，炭水化物，油脂，加工食品，食品添加物 45 分間 

  2 肥料と農薬 肥料，農薬 30 分間 

  
3 バイオテクノロジー 

発酵，培養，遺伝子組換え，細胞融合技術，バイオリ

アクター，環境浄化とバイオテクノロジー 
45 分間 

  4 医薬品 予防薬，治療薬，診断薬など 30 分間 

  5 確認テスト №1～№4 に関係する問題（多肢選択問題：15 問） 30 分間 

   
評価方法  確認テストの正解率 60％で合格 
   
テキスト  ・映像教材「生命支援技術と化学」 

・足立吟也ほか（2013）「工業化学 2」実教出版 
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テーマ：Ⅴ 学習項目：生活関連製品と化学 講師： 

   
概  要  文系・理系出身を問わず、キャリアチェンジを志向する社会人等が、基本的な実務の

中で理解しておくことが望ましい「生活と化学工業」について学習する。また、「生活

関連製品」に関する分野について興味を持つための機会とする。 
   
学習時間  3.0 時間（180 分間） 
   
実施形態  ｅラーニング 3.0 時間（180 分間） 
   
学習内容  № 標  題 内  容 目安時間 

  
1 セッケンと界面活性剤 

セッケンと界面活性剤，イオン性界面活性剤，非イオ

ン性界面活性剤 
45 分間 

  2 色素材料と塗料 色素材料，塗料 30 分間 

  3 紙・印刷・写真 紙，印刷，銀塩写真 30 分間 

  4 情報と材料 半導体，情報の伝達・表示と材料，情報の記録と材料 45 分間 

  5 確認テスト №1～№4 に関係する問題（多肢選択問題：15 問） 30 分間 

   
評価方法  確認テストの正解率 60％で合格 
   
テキスト  ・映像教材「生活関連製品と化学」 

・足立吟也ほか（2013）「工業化学 2」実教出版 
 
 
 

テーマ：Ⅴ 学習項目：有害・危険物質と取扱い 講師： 

   
概  要  文系・理系出身を問わず、キャリアチェンジを志向する社会人等が、基本的な実務の

中で使いこなせることが望ましい「有害・危険物質とその取扱い」について学習する。 
   
学習時間  3.0 時間（180 分間） 
   
実施形態  ｅラーニング 3.0 時間（180 分間） 
   
学習内容  № 標  題 内  容 目安時間 

  1 物質の有害性 有害物質，中毒と薬傷 50 分間 

  
2 危険性物質 

危険性物質，燃焼と爆発，混合危険，自己反応性物質，

高圧ガス 
100 分間 

  3 確認テスト №1，№2 に関係する問題（多肢選択問題：15 問） 30 分間 

   
評価方法  確認テストの正解率 60％で合格 
   
テキスト  ・映像教材「有害・危険物質と取扱い」 

・足立吟也ほか（2013）「工業化学 2」実教出版 
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テーマ：Ⅴ 学習項目：実験基礎技術 講師： 

   
概  要  文系・理系出身を問わず、キャリアチェンジを志向する社会人等が、基本的な実務の

中で使いこなせることが望ましい「基礎的な実験技術」について学習する。 
   
学習時間  9.0 時間（540 分間） 
   
実施形態  ①ｅラーニング 4.5 時間（270 分間） 

②スクーリング 4.5 時間（270 分間） 
   
学習内容  ①ｅラーニング 
  № 標  題 内  容 目安時間 

  
1 実験を行うための心構え 

実験の計画と予習，服装と保護具，実験室と実験台，

実験操作、観察と記録，廃棄物，相談など 
30 分間 

  
2 器具類の種類と用途 

ビーカー，試験管，フラスコ，各種瓶，冷却管，漏斗，

バーナー，乾燥器，測容器，磁性器具など 
60 分間 

  
3 器具類の洗浄と水 

ガラス器具の洗浄方法，乾かし方，置き方，保管方法，

水の種類と使い分け，共洗い 
60 分間 

  
4 基本的な実験操作 

真空，粉砕，加熱，冷却，溶解・融解，撹拌，抽出，

ろ過と遠心分離，乾燥，蒸留・濃縮，再結晶，秤量，

温度の測定，pH の測定，ピペット操作，滴定 

60 分間 

  5 集合学習に向けて 酸と塩基，pH 指示薬，実験内容と原理，操作の概略 30 分間 

  6 確認テスト №1～№5 に関係する問題（多肢選択問題：30 問） 30 分間 

   
  ②スクーリング 
  № 標  題 内  容 目安時間 

  7 ガイダンス 安全上の諸注意など 15 分間 

  8 実験準備・試薬調製 器具類の選択，器具類の洗浄，秤量・試薬調製など 45 分間 

  9 測容器の取扱い 測容器の取扱い、滴定基本操作 30 分間 

  10 標定 標準溶液の標定、ファクター算出 45 分間 

  11 実験 食酢中の有機酸の定量（既知試料）［中和滴定］ 45 分間 

  12 実技テスト 食酢中の有機酸の定量（未知試料）［中和滴定］ 30 分間 

  13 後片付け 器具の洗浄と保管，廃液等の分別廃棄など 30 分間 

  14 まとめ 実技テスト結果の連絡，講評など 30 分間 

   
評価方法  ①ｅラーニング：確認テストの正解率 80％で合格 

②スクーリング：実技テストの定量結果、器具類の取扱いと実験操作で総合評価 
   
テキスト  ①ｅラーニング 

・映像教材「実験基礎技術」 
・化学同人編集部（2017）「続 実験を安全に行うために」株式会社化学同人 

②スクーリング 
 ・日本分析化学専門学校（2019）「実験－実験基礎技術編」 

   
特記事項  スクーリングへの参加条件：ｅラーニングの確認テストに合格していること。 
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1. 機能構成 

本システムは「受講登録・ログイン」「学習・試験」「学習⽀援」の 3 分類の機能群で構成されます。各
機能の概略は次の通りです。それぞれの機能のご利⽤⽅法は次項以降をご参照ください。 
 
(1) 受講登録・ログイン 
 ① 受講登録（→ p.3） 
  受講者の個⼈情報を登録し、ログインに必要な「ユーザー名」「パスワード」を取得する機能。 
 ② ログイン（→ p.4） 
  「ユーザー名」「パスワード」を使って各受講者専⽤ページにログインする機能。 
 
(2) 学習・試験 
 ① 学習（→ p.5） 
  テーマ・学習項⽬別に⽤意された教材（講義映像・講義資料・⼩テスト）を利⽤する機能。 
 ② 評価試験（→ p.6） 
  学習内容に関わる知識の理解度を測定するための試験を受験するための機能。 
 
(3) 学習⽀援 
 ① お知らせ（→ p.7） 
  講座事務局（学校）・システム管理者からのお知らせ事項を通知・閲覧する機能。 
 ② 質疑/問合せ（→ p.8） 
  学習内容に関連する質問やシステムの利⽤⽅法等の問合せ等ができる機能。 
 ③ 学習履歴（→ p.9） 
  学習の進捗状況や過去の評価試験の受験結果を閲覧できる機能。 
 
 

2. ご利⽤にあたっての注意事項 

① 本システムのご利⽤にあたってブラウザや端末の「戻る」ボタンは使⽤しないようご注意ください。
前の画⾯やトップページ等に戻る場合はサイト上の「戻る」ボタンやサイドメニューボタン   を
ご利⽤ください。これは、システムの意図しない動作を防⽌するための措置です。 
 

② スマートフォン、タブレットなどで講義映像を視聴する際には、Wifi 環境でのご利⽤を推奨します。
講義映像は 1 本 30mb〜50mb となっておりますので、通信容量の圧迫にご注意ください。 
 

③ 学習⽅法については、別紙「学習の⼿引き」をご参照ください。 
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3. 受講登録 

① お⼿持ちのスマートフォン、タブレット、パソコン等の端末で以下の URL にアクセスしてください。 
 
  e ラーニングを活⽤した化学分野学び直し講座 
  e ラーニングプラットフォーム 

 http://www.jei.ne.jp/cheel/ 
 
② 「受講申込」を選択してください。 
③ ⽒名、所属などの個⼈情報の⼊⼒を⾏ってください。全項⽬⼊⼒必須です。 
④ ⼊⼒が完了したら、「申込内容確認」を選択してください。 
⑤ ⼊⼒内容を確認いただいた後、お間違えなければ「送信」を選択してください。修正する場合は「戻

る」を選択してください。 
⑥ お申込み頂いた内容を確認した後、管理者からご登録頂いたメールアドレスに「ユーザー名」と「パ

スワード」をお送り致します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※ここでご⼊⼒頂いた個⼈情報は受講者の管理を⽬的に使⽤します。 

許可なく他の⽬的に使⽤することはありません。 
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4. ログイン 

⑦ お⼿持ちのスマートフォン、タブレット、パソコン等の端末で以下の URL にアクセスしてください。 
 
  e ラーニングを活⽤した化学分野学び直し講座 
  e ラーニングプラットフォーム 

 http://www.jei.ne.jp/cheel/ 
 
⑧ 「3. 受講登録」で取得した「ユーザー名」「パスワード」を⼊⼒し、「ログイン」を押すと受講者⽤

サイトのトップページに移動します。 
 
 
 

  
「3. 受講登録」

で取得した 
「ユーザー名」 
「パスワード」 

を⼊⼒ 
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5. 学習 

① トップページから「学習」を選択してください。 
② 学習テーマの⼀覧が表⽰されるので、学習したいテーマを選択してください。 
③ テーマを構成する学習項⽬の⼀覧が表⽰されるので、学習したい項⽬を選択してください。 
④ 講義映像を視聴する場合は、任意の項⽬の「講義を視聴する」を選択すると、講義映像を選択する画

⾯に移動します。当該講義で使⽤する講義資料（パワーポイント資料）の PDF ファイルのダウンロ
ードも可能ですので、必要に応じてご活⽤ください。 

⑤ ⼩テストを受験する場合は、任意の項⽬の「⼩テストを受ける」を選択すると、出題が開始されます。 
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6. 評価試験 

① トップページから「学習」を選択すると、評価試験の⼀覧が表⽰されるので、受験したい項⽬を選択
してください。（※） 

② 注意事項が表⽰されます。すべての注意事項を確認し、問題がなければ「注意事項を確認しました。」
にチェックを⼊れて、「試験を開始する」を選択してください。出題が開始されます。 

③ 問題・選択肢が表⽰されるので、選択肢を選択してください。「次へ」を押すと次の問題が表⽰され
ます。同様に解答を⾏ってください。「前へ」を押すと前問に戻ることができます。 

④ 左上に問題のプルダウンリストが表⽰されます。解答済みの問題には「★」が付きます。番号を選択
することで当該問題に移動することもできます。 

⑤ 右上に試験の残り時間が表⽰されます。時間内に全ての問題への解答を終えるようにしてください。 
⑥ 全ての問題への解答が終了したら、「解答終了」を選択してください。また、所定の試験時間が経過

すると、未解答の設問があっても⾃動的に解答終了となります。 
 
 
 
 
 
 
  

試験時間 

問題プルダウンリスト 
解答済みには★が付く 
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7. お知らせ 

① トップページから「お知らせ」を選択してください。 
② お知らせの⼀覧が表⽰されますので、閲覧したい項⽬を選択してください。 
③ 未読の項⽬は⽩地で表⽰され、既読の項⽬はグレーになります。 
 
 

 
 
 
 
 
 
  

既読メッセージ
は薄くなる 
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8. 質疑/問合せ 

① トップページから「質疑／問合せ」を選択してください。 
② 学習内容等に関する質問を⾏う場合は、「質問フォーム」を選択し、質問する内容を記⼊してくださ

い。「確認」を押すと記⼊内容が表⽰されるので、お間違えがなければ「送信」を押してください。 
③ システムの操作⽅法や不具合等に関する問い合わせを⾏う場合は、「問合せフォーム」を選択し、問

合せする内容を記⼊してください。「確認」を押すと記⼊内容が表⽰されるので、お間違えがなけれ
ば「送信」を押してください。 

④ 質問または問合せに対する回答を閲覧する場合は、「受信ボックス」を選択すると、メッセージの⼀
覧が表⽰されます。任意のメッセージを選択すれば、詳細を閲覧することができます。なお、新着メ
ッセージがある場合は、「受信ボックス」のボタンに「NEW!」が表記されるほか、トップページに
「新しいメッセージが、〇件あります。」という表⽰がでます。 
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9. 学習履歴 

① トップページから「学習履歴」を選択してください。 
② 学習の進捗状況を確認する場合は、「学習進捗確認」を選択してください。テーマを選択する画⾯に

遷移し、閲覧したいテーマを選ぶと、当該テーマの学習項⽬の各講義の⼩テストの受験⽇と点数が表
⽰されます。 

③ 評価試験の結果を確認する場合は、「評価試験結果確認」を選択してください。評価試験の種類を選
択する画⾯に遷移し、閲覧したい試験を選ぶと、当該試験の受験結果（受験⽇・点数）の⼀覧が表⽰
されます。さらに詳細を閲覧したい場合、特定の受験結果を選択すると、答案と点数を閲覧すること
ができます。 
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1. 機能構成 

本システムは学習者⽤のシステムと対応して、「ログイン」「申込応対」「学習フォロー」「学習管理」の
4 分類の機能群で構成されます。各機能の概略は次の通りです。それぞれの機能のご利⽤⽅法は次項以降
をご参照ください。 
 
(1) ログイン 
 ① 管理者ログイン（→ p.3） 
  管理者⽤の「ユーザー名」「パスワード」を使って各管理者専⽤ページにログインする機能。 
 
(2) 申込管理機能 
 ① 申し込み情報確認（→p.4） 
  受講申込者の本システム登録情報を確認する機能。 
 
(3) 学習フォロー機能 
 ① お知らせ管理（→p.5） 
  受講者の⼀⻫配信するお知らせ情報の新規登録、編集、削除等を⾏う機能。 
 ② 質疑応対（→p.6） 
  受講者の質問メッセージの確認および返信を⾏う機能。 
 
(4) 学習履歴管理機能 
 ① 学習進捗確認（→ p.7） 
  受講者の各講義に対応した⼩テストの点数、学習⽇時を確認する機能。 
 ② 評価試験受験結果確認（→ p.7） 
  受講者の評価試験の受験結果について、点数と受験⽇、答案を確認する機能。 
 
 

2. ご利⽤にあたっての注意事項 

① 本管理システムは、受講者⽤システムとは異なり、パソコンでの利⽤を推奨します。 
 

② 本管理システムのご利⽤にあたってブラウザや端末の「戻る」ボタンは使⽤しないようご注意くださ
い。前の画⾯やトップページ等に戻る場合はサイト上の「戻る」ボタンをご利⽤ください。これは、
システムの意図しない動作を防⽌するための措置です。 
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3. 管理サイトへのログイン 

① お⼿持ちのパソコン等の端末で以下の URL にアクセスしてください。 
 
  e ラーニングを活⽤した化学分野学び直し講座 
  e ラーニング管理サイト 

 http://www.jei.ne.jp/cheel/admin/ 
 
② 下記の事務局⽤ユーザー名・パスワードを⼊⼒してログインしてください。 

 

＜事務局専⽤アカウント＞ 
ユーザー名：admin1 
パスワード：admin1 
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4. 申込管理 

① トップページから「申込管理」を選択してください。 
② 画⾯上段に受講申込者の⼀覧が表⽰されます。任意の受講者を選択してください。 
③ 画⾯下段に選択した受講者が⼊⼒した登録情報、およびシステムが⾃動登録した当該受講者のユー

ザー名・パスワードが表⽰されます。 
④ なお、受講者のユーザー名・パスワードはシステムの⾃動返信により、各受講者に通知されます。 

 
 

 
  

受講申込者⼀覧 

登録情報 

ユーザー名 
パスワード 
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5. お知らせ管理 

① トップページから「お知らせ管理」を選択してください。 
② お知らせを新規作成する場合、下記の⼿順で操作を⾏ってください。 

(1) 中段の「新規追加」のボタンを押し、モードが【新規追加】になったことを確認。 
(2) 「開始⽇時」の空欄からお知らせを受講者に通知を開始する⽇時を選択。 
(3) 「タイトル」の空欄に任意のお知らせのタイトルを⼊⼒。 
(4) 「本⽂」の空欄に受講者に通知する情報を⼊⼒。 
(5) 作成するお知らせに表⽰期限をつける場合、「終了⽇時」の空欄から通知を終了する⽇時を選択。 

※表⽰期限を設けない場合は「終了⽇時」は空欄のままで構いません。 
(6) ⼊⼒内容を確認して「保存」ボタンを選択。 

③ 既存のお知らせを編集する場合、編集するお知らせを上段の⼀覧から選択して、中段の「編集」ボタ
ンを押し、任意の項⽬を編集して「保存」ボタンを押してください。なお編集を⾏った場合、受講者
側で当該既読になっていても未読状態に変更されます。 

④ 既存のお知らせを削除する場合、削除するお知らせを上段の⼀覧から選択して、中段の「削除」ボタ
ンを押してください。なお削除を⾏った場合、管理者側のお知らせ⼀覧、および受講者側のお知らせ
⼀覧から当該項⽬が削除されます。 

⑤ 既存のお知らせを管理者側に残留させ、受講者側には⾮表⽰にする場合は、⾮表⽰にするお知らせを
上段の⼀覧から選択して、中段の「編集」ボタンを押し、「⾮表⽰」のチェックボックスにチェック
を⼊れて、「保存」をおしてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

お知らせ項⽬⼀覧 

モード切替ボタン 

編集画⾯ 
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6. 質疑対応 

① トップページから「質疑対応」を選択してください。 
② 未返信の質疑の確認および返信を⾏う場合は、下記の⼿順で操作を⾏ってください。 

(1) 上段の「モード切替」から「未返信」を選択。 
(2) 未返信のメッセージの⼀覧が表⽰されるので、確認または返信するメッセージを選択。 
(3) 中段にメッセージの送信者、受信時刻、内容等が表⽰。 
(4) 「返信」ボタンを押すと、返信内容の編集画⾯が表⽰。 
(5) 「タイトル」「本⽂」に任意の内容を⼊⼒して、「送信」を選択。 

③ 返信済みのメッセージを確認する場合は、上段のモード切替から「返信済み」を選択してください。
返信済みメッセージの⼀覧が表⽰されるので、任意のメッセージを選択すると、受講者のメッセージ
内容等および返信内容が表⽰されます。 

 
 
 
 
 
 
  

受信メッセージ⼀覧 

モード切替ボタン 

受信メッセージ内容 

返信メッセージ内容 
（編集画⾯） 
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7. 学習履歴管理 

① トップページから「学習履歴管理」を選択してください。 
② 全受講者の各テーマの学習進捗状況、および評価試験受験結果が表⽰されます。それぞれの表記は次

の数字が記載されています。 
 学習  ：テーマ内⼩テストの獲得点数合計、満点数総計、および最新学習⽇ 
 評価試験：当該評価試験の獲得点数、満点数、および最新受験⽇ 

③ 各テーマの学習進捗状況の詳細を閲覧する場合は、任意の受講者を選択し、上段の「学習」ボタンを
押してください。ここでは、各学習項⽬の講義ごとの学習⽇時や⼩テスト獲得点数を閲覧できます。 

④ 評価試験の受験結果の詳細を閲覧する場合は、任意の受講者を選択し、上段の「評価試験」ボタンを
押してください。ここでは、各評価試験の過去すべての受験結果、受験⽇時、答案等を閲覧できます。 

 
 

 
 
 
 
 

学習進捗状況 
（⼩テスト獲得点数総計） 

評価試験受験結果 
（評価試験獲得点数） 

受講者情報 

ユーザーを選択して 
「学習」ボタン 

ユーザーを選択して 
「評価試験」ボタン 
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学校法人重里学園 日本分析化学専門学校 2019 年度文部科学省委託事業 

2019 秋 第 1 回実証講座受講者アンケート 

 

1. 講座の構成について 

(1) 今回の講座では、e ラーニングによる自主学習のみで学習を行っていただきました。本講座で採用

した実施方法へのご感想として、当てはまる選択肢を 1 つ選んで〇で囲んでください。 

１．よかった   ２．まあまあよかった  ３．あまりよくなかった   ４．よくなかった 

 

(2) 今回の講座では、5 つの講義・小テストと評価試験、合計 5.5 時間程度の e ラーニング学習を設定

しました。学習の達成度として、当てはまる選択肢を 1 つ選んで〇で囲んでください。 

１．すべて学習した               ２．おおよそ学習した 

３．すこし学習した               ４．まったく学習できなかった 

 

(3) 今回の講座で設定された計 5.5 時間程度の学習を行うために必要だった学習期間について、当ては

まる選択肢を 1 つ選んで〇で囲んでください。 

１．2，3 日程度              ２．１週間程度            ３．２週間程度 

４．３週間程度             ５．１か月未満            ６．１か月以上 

 

(4) 今回の講座では、合計 5.5 時間程度の e ラーニング学習を設定しました。学習分量に対するご感想

として、当てはまる選択肢を 1 つ選んで〇で囲んでください。 

１．多かった           ２．やや多かった        ３．適正だった  

４．やや少なかった        ５．少なすぎた 

 

(5) 今回の講座の学習内容は理解できましたか。当てはまる選択肢を 1 つ選んで〇で囲んでください。 

１．よく理解できた               ２．まあまあ理解できた   

３．あまり理解できなかった           ４．まったく理解できなかった 

 

(6) 今回の講座では、化学実験の実務操作技術に関わる基本的な内容を取り扱いました。学習内容の難

易度に対するご感想として、当てはまる選択肢を 1 つ選んで〇で囲んでください。 

１．難しすぎた          ２．やや難しかった        ３．適正だった  

４．やや易しかった        ５．易しすぎた 
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2. e ラーニングコンテンツについて 

(1) 今回の講座では、座学による知識学習を、講義映像コンテンツと小テストコンテンツを活用して自

己学習していただきましたが、いかがでしたか。ご感想として当てはまる選択肢を 1 つ選んで〇で

囲んでください。 

１．よかった   ２．まあまあよかった  ３．あまりよくなかった   ４．よくなかった 

 

(2) 講義映像コンテンツは１本約１５本程度としました。講義映像の長さに対するご感想として、当て

はまる選択肢を 1 つ選んで〇で囲んでください。 

１．長すぎた           ２．やや長かった        ３．適正だった  

４．やや短かった         ５．短すぎた 

 

(3) それぞれの小テストには、解説映像をご用意しましたが、学習内容の理解の促進に役立ちました

か。当てはまる選択肢を 1 つ選んで〇で囲んでください。 

１．役立った  ２．まあまあ役立った  ３．あまり役立たなかった  ４．役立たなかった 

 

(4) 評価試験の難易度はいかがでしたか。当てはまる選択肢を１つ選んで〇で囲んでください。 

１．難しすぎた          ２．やや難しかった        ３．適正だった  

４．やや易しかった        ５．易しすぎた 

 

(5) 評価試験は択一形式問題３０問に対して、３０分の試験時間としました。試験時間に対するご感想

として、当てはまる選択肢を１つ選んで〇で囲んでください。 

１．長すぎた           ２．やや長かった        ３．適正だった  

４．やや短かった         ５．短すぎた 

 

(6) e ラーニングコンテンツに関するご意見・ご感想や、追加してほしいコンテンツ・学習機能等のご

要望があれば、記入してください。 
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3. e ラーニングシステムについて 

(1) 今回ご使用いただいた e ラーニングシステムについて、総合的に使いやすさはいかがでしたか。当

てはまる選択肢を１つ選んで〇で囲んでください。 

１．使いやすかった               ２．まあまあ使いやすかった 

３．やや使いづらかった             ４．使いづらかった 

 

(2) 受講申請機能は使いやすかったですか。当てはまる選択肢を１つ選んで〇で囲んでください。 

１．使いやすかった               ２．まあまあ使いやすかった 

３．やや使いづらかった             ４．使いづらかった 

 

(3) 学習機能（講義映像視聴機能、小テスト機能）は使いやすかったですか。当てはまる選択肢を１つ

選んで〇で囲んでください。 

１．使いやすかった               ２．まあまあ使いやすかった 

３．やや使いづらかった             ４．使いづらかった 

 

(4) 評価試験機能は使いやすかったですか。当てはまる選択肢を１つ選んで〇で囲んでください。 

１．使いやすかった               ２．まあまあ使いやすかった 

３．やや使いづらかった             ４．使いづらかった 

 

(5) 学習履歴機能は使いやすかったですか。当てはまる選択肢を１つ選んで〇で囲んでください。 

１．使いやすかった               ２．まあまあ使いやすかった 

３．やや使いづらかった             ４．使いづらかった 

 

(6) e ラーニングシステムに関するご意見・ご感想、お気づきの不具合・改善点、追加してほしい機能

等のご要望等があれば、記入してください。 
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4. その他 

(1) 今回の講座の受講経験を踏まえて、今後本校が開催する講座に希望する実施形式について、下表の各

項目の選択肢の中から当てはまる選択肢 1 つを選んで、〇で囲んでください。 

実施頻度 １．定期開催（年     回）   ２．不定期開催 

実施主体 １．社内実施   ２．外部委託（委託先：               ） 

学習手法 １．座学のみ   ２．実技のみ   ３．座学・実技両方 

実施手法 １．通学  ２．通信教育(ペーパー)  ３．通信教育(e ラーニング)  ４．複合 

研修期間 １．1 日   ２．2~3 日   ３．2 週間程度   ４．1 か月程度  ５．それ以上 

実施期間 １．業務時間中 ２．業務時間外 ３．休業日 ４．その他（       ） 

評価方法 １．修了証書発行   ２．試験(点数評価)   ３．検定(評価証明) 

 

(2) 本校では、今後も化学分野の講座の企画・実施に取り組んでいく予定ですが、受講してみたい学習テ

ーマはありますか。当てはまる選択肢をすべて選んで、○で囲んでください。（※複数回答可） 

１．化学実務上の実験技術   ２．実験室の安全管理    ３．化学薬品の関係法規 

４．化学基礎知識       ５．化学基礎技術 

６．専門実務に必要な化学知識 

   例：物質構造と性質反応（元素･無機／有機）、物質構造と性質探究（物理／分析化学）等 

７．社会課題に対応する高度専門化学知識 

   例：バイオテクノロジー、資源・エネルギーの安定性確保・利用、先端材料、安全・安心の

確保と食品化学、先端医療技術・健康科学、高度実験技術 等 

８．その他（                                  ） 

 

(3) 今後の今回のような講座が開催された際の参加のご意向として、当てはまる選択肢を１つ選んで〇

で囲んでください。 

１．参加したい    ２．内容によっては参加を検討する    ３．参加しない 
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(4) 本校や本事業、今回の講座等へのご意見、ご要望などございましたら、自由にご記入ください。 

 

 

 

質問は以上となります。 

講座にご参加いただき、誠にありがとうございました。 
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学校法人重里学園 日本分析化学専門学校 2019 年度文部科学省委託事業 

2019 年度 第 2 回実証講座受講者アンケート（e ラーニング用） 

 

1. 講座の構成について 

(1) 今回の講座では、「化学分析・機器分析の実務操作向上」をテーマとし、e ラーニングによる知識学

習を行っていただきました。実施方法へのご感想として当てはまる選択肢を 1 つ選んでください。 

１．よかった   ２．まあまあよかった  ３．あまりよくなかった   ４．よくなかった 

 

(2) 今回の講座では、7 つの講義・小テストと評価試験、合計 5.0 時間程度の e ラーニングによる、自

己学習を設定しました。学習の達成度として当てはまる選択肢を 1 つ選んでください。 

１．すべて学習した               ２．おおよそ学習した 

３．すこし学習した               ４．まったく学習できなかった 

 

(3) 今回の講座で設定された計 5.0 時間程度の自己学習を行うために必要だった学習期間について、当

てはまる選択肢を 1 つ選んでください。 

１．2，3 日程度              ２．１週間程度            ３．２週間程度 

４．３週間程度             ５．１か月未満            ６．１か月以上 

 

(4) 今回の講座では、合計 5.0 時間程度の e ラーニング学習を設定しました。学習分量に対するご感想

として、当てはまる選択肢を 1 つ選んでください。 

１．多かった           ２．やや多かった        ３．適正だった  

４．やや少なかった        ５．少なすぎた 

 

(5) 今回の講座の e ラーニングによる学習内容は理解できましたか。当てはまる選択肢を 1 つ選んでく

ださい。 

１．よく理解できた               ２．まあまあ理解できた   

３．あまり理解できなかった           ４．まったく理解できなかった 

 

(6) 今回の講座では、化学実験の実務操作技術に関わる基本的な内容を取り扱いました。学習内容の難

易度に対するご感想として、当てはまる選択肢を 1 つ選んでください。 

１．難しすぎた          ２．やや難しかった        ３．適正だった  

４．やや易しかった        ５．易しすぎた 
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2. e ラーニングコンテンツについて 

(1) 今回の講座では、知識学習を、講義映像コンテンツと小テストコンテンツを活用して自己学習して

いただきましたが、いかがでしたか。ご感想として当てはまる選択肢を 1 つ選んでください。 

１．よかった   ２．まあまあよかった  ３．あまりよくなかった   ４．よくなかった 

 

(2) 講義映像コンテンツは１本約 10 分～15 分程度としました。講義映像の長さに対するご感想とし

て、当てはまる選択肢を 1 つ選んでください。 

１．長すぎた           ２．やや長かった        ３．適正だった  

４．やや短かった         ５．短すぎた 

 

(3) それぞれの小テストには、解説映像をご用意しましたが、学習内容の理解の促進に役立ちました

か。当てはまる選択肢を 1 つ選んでください。 

１．役立った  ２．まあまあ役立った  ３．あまり役立たなかった  ４．役立たなかった 

 

(4) 評価試験の難易度はいかがでしたか。当てはまる選択肢を１つ選んでください。 

１．難しすぎた          ２．やや難しかった        ３．適正だった  

４．やや易しかった        ５．易しすぎた 

 

(5) 評価試験は択一形式問題３０問に対して、３０分の試験時間としました。試験時間に対するご感想

として、当てはまる選択肢を１つ選んでください。 

１．長すぎた           ２．やや長かった        ３．適正だった  

４．やや短かった         ５．短すぎた 

 

(6) e ラーニングコンテンツに関するご意見・ご感想や、追加してほしいコンテンツ・学習機能等のご

要望があれば、記入してください。 
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3. e ラーニングシステムについて 

(1) 今回ご使用いただいた e ラーニングシステムについて、総合的に使いやすさはいかがでしたか。当

てはまる選択肢を１つ選んでください。 

１．使いやすかった               ２．まあまあ使いやすかった 

３．やや使いづらかった             ４．使いづらかった 

 

(2) 受講申請機能は使いやすかったですか。当てはまる選択肢を１つ選んでください。 

１．使いやすかった               ２．まあまあ使いやすかった 

３．やや使いづらかった             ４．使いづらかった 

 

(3) 学習機能（講義映像視聴機能、小テスト機能）は使いやすかったですか。当てはまる選択肢を１つ

選んでください。 

１．使いやすかった               ２．まあまあ使いやすかった 

３．やや使いづらかった             ４．使いづらかった 

 

(4) 評価試験機能は使いやすかったですか。当てはまる選択肢を１つ選んでください。 

１．使いやすかった               ２．まあまあ使いやすかった 

３．やや使いづらかった             ４．使いづらかった 

 

(5) 学習履歴機能は使いやすかったですか。当てはまる選択肢を１つ選んでください。 

１．使いやすかった               ２．まあまあ使いやすかった 

３．やや使いづらかった             ４．使いづらかった 

 

(6) e ラーニングシステムに関するご意見・ご感想、お気づきの不具合・改善点、追加してほしい機能

等のご要望等があれば、記入してください。 
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4. その他 

(1) 今回の講座の受講経験を踏まえて、今後本校が開催する講座に希望する実施形式について、下表の各

項目の選択肢の中から当てはまる選択肢 1 つを選んでください。 

実施頻度 １．定期開催（年     回）   ２．不定期開催 

実施主体 １．社内実施   ２．外部委託（委託先：               ） 

学習手法 １．座学のみ   ２．実技のみ   ３．座学・実技両方 

実施手法 １．通学  ２．通信教育(ペーパー)  ３．通信教育(e ラーニング)  ４．複合 

研修期間 １．1 日   ２．2~3 日   ３．2 週間程度   ４．1 か月程度  ５．それ以上 

実施期間 １．業務時間中 ２．業務時間外 ３．休業日 ４．その他（       ） 

評価方法 １．修了証書発行   ２．試験(点数評価)   ３．検定(評価証明) 

 

(2) 本校では、今後も化学分野の講座の企画・実施に取り組んでいく予定ですが、受講してみたい学習テ

ーマはありますか。当てはまる選択肢をすべて選んで、○で囲んでください。（※複数回答可） 

１．化学実務上の実験技術   ２．実験室の安全管理    ３．化学薬品の関係法規 

４．化学基礎知識       ５．化学基礎技術 

６．専門実務に必要な化学知識 

   例：物質構造と性質反応（元素･無機／有機）、物質構造と性質探究（物理／分析化学）等 

７．社会課題に対応する高度専門化学知識 

   例：バイオテクノロジー、資源・エネルギーの安定性確保・利用、先端材料、安全・安心の

確保と食品化学、先端医療技術・健康科学、高度実験技術 等 

８．その他（                                  ） 

 

(3) 今後の今回のような講座が開催された際の参加のご意向として、当てはまる選択肢を１つ選んでく

ださい。 

１．参加したい    ２．内容によっては参加を検討する    ３．参加しない 
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(4) 本校や本事業、今回の講座等へのご意見、ご要望などございましたら、自由にご記入ください。 

 

 

 

質問は以上となります。 

アンケートにご協力いただき、誠にありがとうございました。 
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学校法人重里学園 日本分析化学専門学校 2019 年度文部科学省委託事業 

2019 年度 第 2 回実証講座受講者アンケート（スクーリング用） 

 

(1) 集合学習で取り扱った学習内容は理解できましたか。当てはまる選択肢を 1 つ選んでください。 

１．よく理解できた             ２．まあまあ理解できた   

３．あまり理解できなかった         ４．まったく理解できなかった 

 

(2) 集合学習で取り扱った学習内容について、ご満足いただけましたか。当てはまる選択肢を 1 つ選ん

でください。 

１．満足できた               ２．まあまあ満足できた 

３．あまり満足できなかった         ４．満足できなかった 

 

(3) 集合学習で取り扱った学習内容の難易度に対するご感想として、当てはまる選択肢を 1 つ選んでく

ださい。 

１．難しすぎた        ２．やや難しかった     ３．適正だった  

４．やや易しかった      ５．易しすぎた 

 

(4) 今回の講座では、集合学習について 1 日間 4.0~4.5 時間の学習時間を設定しました。１日の学習時

間の長さとしていかがでしたか。ご感想として、当てはまる選択肢を 1 つ選んでください。 

１．長すぎた         ２．やや長かった      ３．適正だった  

４．やや短かった       ５．短すぎた 

 

(5) 今回の講座では、「化学分析・機器分析の実務操作向上」をテーマとし、e ラーニングでは知識学習

を行い、集合学習では実験実技を行う形で講座を構成しました。集合学習を合わせて実施すること

は、e ラーニングのみでの学習の場合と比べて、本講座の学習内容の理解に役立ったと思います

か。ご感想として、当てはまる選択肢を 1 つ選んでください。 

１．大いに役立ったと思う          ２．まあまあ役立ったと思う 

３．あまり変わらなかったと思う       ４．まったく変わらなかったと思う 

 

(6) 今回の講座の受講経験を踏まえ、今後講座を受講する場合、どのような実施形式をご希望されます

か。当てはまる選択肢を 1 つ選んでください。 

１．e ラーニングのみ    ２．集合学習のみ   ３．複合（e ラーニング＋集合学習） 

４．その他（                                  ） 
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(7) 集合学習に関するご意見・ご感想、ご要望等があれば、記入してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(8) 本校や本事業、今回の講座等へのご意見、ご要望などございましたら、自由にご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問は以上となります。 

講座にご参加いただき、誠にありがとうございました。 
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